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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 歯 列 矯 正 装 置 を 3 D プ リ ン テ ィ ン グ す  
る 段 階 ( S 1 0 ) ;
上 記 段 階 ( S 1 0 ) で 得 ら れ た 上 記 歯 列 矯 正 装 置 か ら 未 硬 化 樹 脂 お よ び 液 体 を 除 去 す る 段 階 ( S 2  
0 ) ;
上 記 段 階 ( S 2 0 ) で 得 ら れ た 上 記 歯 列 矯 正 装 置 を 後 硬 化 す る 段 階 ( S 3 0 ) ;
上 記 段 階 ( S 3 0 ) で 得 ら れ た 上 記 歯 列 矯 正 装 置 を 後 熱 処 理 す る 段 階 ( S 4 0 ) ;  お よ び
上 記 段 階 ( S 4 0 ) で 得 ら れ た 上 記 歯 列 矯 正 装 置 を 洗 浄 す る 段 階 ( S 5 0 ) を 含 み 、
上 記 段 階 ( S 2 0 ) は 5 ～ 1 2 b a r の 圧 縮 空 気 を 上 記 歯 列 矯 正 装 置 に 噴 射 す る こ と に よ っ て 行 わ れ  
、
上 記 段 階 ( S 3 0 ) は 6 0 ～ 9 0 ℃ の 温 度 で 行 わ れ 、
上 記 段 階 ( S 4 0 ) は 6 0 ～ 9 0 ℃ の 温 度 を 出 発 温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n 以 下 の 降 温 下 で 行 い 、
上 記 段 階 ( S 5 0 ) は 、 ア ル コ － ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル 、 エ タ ノ － ル 、 ト リ プ ロ ピ レ ン  
グ リ コ － ル モ ノ メ チ ル エ － テ ル ( T P M ) ま た は こ れ ら の 組 み 合 わ せ を 含 む 洗 浄 液 を 使 用 し て  
行 う 洗 浄 液 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 1 ) お よ び 水 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 2 ) を 含 み 、
上 記 洗 浄 液 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 1 ) お よ び 上 記 水 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 2 ) の 間 に は 上 記 洗 浄 液 が 完 全  
に 乾 燥 す る 時 間 と し て 5 分 以 上 の 間 隔 が 存 在 す る 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】

請求項の数　1　（全10頁）
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【 ０ ０ ０ １ 】
透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造 方 法 お よ び そ の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 が 開 示  
さ れ る 。 よ り 詳 し く は 、 透 明 度 に 優 れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 を 製 造 で き る 透 明 歯 列 列 矯 正 装  
置 の 製 造 方 法 お よ び そ の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 が 開 示 さ れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
既 存 の 透 明 歯 列 矯 正 装 置 は 、 ほ と ん ど が 熱 可 塑 性 で あ り 、 板 状 の 透 明 な 高 分 子 複 合 樹 脂 ( 以  
下 「 樹 脂 」 と い う ) を 熱 加 圧 成 形 し て 所 望 の 歯 の 移 動 を 成 す 装 置 を 指 す 。 透 明 歯 列 矯 正 装 置  
は 、 一 般 的 な 矯 正 装 置 の よ う に 歯 に 付 着 し て 突 出 し 目 立 つ 構 造 物 や 金 属 製 ワ イ ヤ － が な く  
、 色 が ほ と ん ど 透 明 で 、 一 般 的 な 矯 正 装 置 に 比 べ て 非 常 に 審 美 的 で あ る 。 し た が っ て 、 矯  
正 治 療 を 受 け た い が 、 矯 正 装 置 を 歯 に 付 け る こ と が 職 場 生 活 や 対 人 関 係 お よ び 自 信 に 悪 影  
響 を 与 え る こ と を 懸 念 し て 矯 正 治 療 を 選 択 で き な い 場 合 が 多 い が 、 こ の よ う な 負 担 を か け  
ず に 楽 に 矯 正 治 療 を 受 け る こ と が で き る 。 ま た 、 装 置 の 厚 さ が 薄 く て 着 用 が 楽 な う え 、 食  
事 や 歯 磨 き の 際 に は し ば ら く 口 腔 か ら 除 去 で き る た め 、 日 常 生 活 の 不 便 感 も 著 し く 少 な い  
。 し た が っ て 、 不 正 咬 合 は 、 透 明 歯 列 矯 正 装 置 を 用 い た 矯 正 治 療 に 対 す る 大 衆 の 関 心 と 需  
要 が 大 き く な ら ざ る を 得 ず 、 透 明 歯 列 矯 正 装 置 関 連 市 場 の 規 模 は 持 続 的 に 拡 大 し て い る 。
し か し 、 従 来 の 透 明 歯 列 矯 正 装 置 は 、 透 明 度 が 十 分 に 高 く な く 、 審 美 的 な 側 面 で 使 用 者 の  
要 求 を 満 た す こ と が で き ず 、 熱 可 塑 性 樹 脂 で は な く 3 D プ リ ン テ ィ ン グ を 用 い た 透 明 矯 正 装  
置 も 、 透 明 度 を 十 分 に 高 く 後 処 理 す る の に 困 難 が あ り 、 審 美 的 な 側 面 で 使 用 者 の 要 求 を 満  
た す こ と が で き な い 問 題 点 が あ っ た 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 の 一 実 施 例 は 、 透 明 度 に 優 れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 を 製 造 で き る 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の  
製 造 方 法 を 提 供 す る 。 本 発 明 の 別 の 実 施 例 は 、 上 記 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造 方 法 に よ っ て  
製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造 方 法 を 詳 し く 説 明 す る 。
本 明 細 書 に お い て 、 「 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 」 と は 、 光 硬 化 性 化 合 物 、 光 開 始 剤  
お よ び 液 体 を 含 む が 顔 料 を 含 ま な い 溶 液 、 懸 濁 液 ま た は ペ － ス ト 状 の 物 質 を 意 味 す る 。 例  
え ば 、 上 記 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 は 、 韓 国 特 許 出 願 第 1 0 － 2 0 2 0 － 0 1 0 7 9 6 5 号  
に 開 示 さ れ た も の で あ り う る 。 韓 国 特 許 出 願 第 1 0 － 2 0 2 0 － 0 1 0 7 9 6 5 号 は 、 そ の 全 体 が  
本 明 細 書 に 統 合 さ れ る 。
ま た 、 本 明 細 書 に お い て 、 「 部 分 硬 化 ( p a r t i a l  c u r i n g ) 」 と は 、 硬 化 率 が 4 0 % ～ 9 0 % で あ  
る こ と を 意 味 す る 。
ま た 、 本 明 細 書 に お い て 、 「 完 全 硬 化 ( c o m p l e t e  c u r i n g ) 」 と は 、 硬 化 率 が 9 9 % ～ 1 0 0 %  
で あ る こ と を 意 味 す る 。
本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造 方 法 は 、 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物  
を 原 料 と し て 使 用 し て 歯 列 矯 正 装 置 を 3 D プ リ ン テ ィ ン グ す る 段 階 ( S 1 0 ) 、 上 記 段 階 ( S 1 0 )  
で 得 ら れ た 歯 列 矯 正 装 置 か ら 未 硬 化 樹 脂 お よ び 液 体 ( 例 え ば 水 ) を 除 去 す る 段 階 ( S 2 0 ) 、 上 記  
段 階 ( S 2 0 ) で 得 ら れ た 上 記 歯 列 矯 正 装 置 を 後 熱 処 理 す る 段 階 ( S 4 0 ) お よ び 上 記 段 階 ( S 4 0 ) で  
得 ら れ た 上 記 歯 列 矯 正 装 置 を 洗 浄 す る 段 階 ( S 5 0 ) を 含 め る こ と が で き る 。
上 記 段 階 ( S 2 0 ) は 、 5 ～ 1 2 b a r の 圧 縮 空 気 を 上 記 歯 列 矯 正 装 置 に 噴 射 す る こ と に よ っ て 行 う  
こ と が で き る 。 上 記 圧 縮 空 気 の 圧 力 が 上 記 範 囲 内 で あ れ ば 、 上 記 歯 列 矯 正 装 置 の 透 明 度 が  
向 上 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
例 え ば 、 上 記 段 階 ( S 2 0 ) は エ ア ガ ン ( a i r  g u n ) を 使 用 し て 行 う こ と が で き る 。
上 記 段 階 ( S 3 0 ) は 、 6 0 ～ 9 0 ℃ の 温 度 で 行 う こ と が で き る 。 上 記 段 階 ( S 3 0 ) の 後 硬 化 温 度 が  
上 記 範 囲 内 で あ れ ば 、 上 記 歯 列 矯 正 装 置 の 透 明 度 が 向 上 し 得 る 。
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上 記 段 階 ( S 4 0 ) は 、 6 0 ～ 9 0 ℃ の 温 度 を 出 発 温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n 以 下 の 降 温 下 で 行 う こ と  
が で き る 。 例 え ば 、 上 記 段 階 ( S 4 0 ) は 、 1 5 ～ 5 0 ℃ の 終 結 温 度 ま で 行 う こ と が で き る 。 上 記  
段 階 ( S 4 0 ) の 後 熱 処 理 条 件 が 上 記 範 囲 内 で あ れ ば 、 上 記 歯 列 矯 正 装 置 の 透 明 度 が 向 上 し 得  
る 。
上 記 段 階 ( S 5 0 ) は 、 洗 浄 液 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 1 ) お よ び 水 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 2 ) を 含 め る こ と が  
で き る 。 例 え ば 、 上 記 洗 浄 液 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 1 ) は 、 ア ル コ － ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル  
、 エ タ ノ － ル 、 ト リ プ ロ ピ レ ン グ リ コ － ル モ ノ メ チ ル エ － テ ル ( T P M ) ま た は こ れ ら の 組 み  
合 わ せ を 含 む 洗 浄 液 を 使 用 し て 行 う こ と が で き る 。
上 記 洗 浄 液 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 1 ) お よ び 上 記 水 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 2 ) の 間 に は 、 上 記 洗 浄 液 が 完  
全 に 乾 燥 す る 時 間 と し て 5 分 以 上 の 間 隔 が 存 在 し 得 る 。 上 記 洗 浄 液 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 1 ) お よ  
び 上 記 水 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 2 ) の 間 の 洗 浄 時 間 差 が 上 記 範 囲 内 で あ れ ば 、 上 記 歯 列 矯 正 装 置 の  
透 明 度 は 向 上 し 得 る 。
本 発 明 の 別 の 側 面 は 、 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置  
を 提 供 す る 。
上 記 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 は 、 従 来 の 透 明 歯 列 矯 正 装 置 に 比 べ て 透 明 度 に 優 れ た 利  
点 を 持 つ 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
製 造 例 1 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 の 製 造
光 硬 化 性 化 合 物 と し て 上 記 化 学 式 1 で 示 さ れ る ジ ウ レ タ ン ジ メ タ ク リ レ － ト ( C a s  N o .  7 2 8  
6 9 － 8 6 － 4 、 R = H で あ る 物 質 お よ び R = C H 3 で あ る 物 質 の 混 合 物 、 分 子 式 ： C 2 3 H 3 8 N 2 O 8 )  
( P P 1 ) 、 上 記 化 学 式 2 で 示 さ れ る ビ ス フ ェ ノ － ル A エ ト キ シ レ － ト ジ メ タ ク リ レ － ト ( C a s  N  
o .  4 1 6 3 7 － 3 8 － 1 ) ( P P 2 ) 、 上 記 化 学 式 3 で 示 さ れ る ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ タ ク リ レ － ト ( C a s  
N o .  8 6 8 － 7 7 － 9 ) ( P P 3 ) 、 上 記 化 学 式 4 で 示 さ れ る ウ レ タ ン ア ク リ レ － ト オ リ ゴ マ － ( C a s  
N o .  1 0 6 5 5 6 － 0 0 － 7 ) ( P P 4 ) 、 お よ び 上 記 化 学 式 5 で 示 さ れ る ト リ エ チ レ ン グ リ コ － ル ジ  
メ タ ク リ レ － ト ( C a s  N o .  1 0 9 － 1 6 － 0 ) ( P P 5 ) 、 ア ク リ ル 樹 脂 と し て D i a n a l  B R － 8 3 ( 三  
菱 レ － ヨ ン 製 造 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 1 0 5 ℃ 、 重 量 平 均 分 子 量 4 0 , 0 0 0 ) 、 光 重 合 開 始 剤 と し て  
フ ェ ニ ル ビ ス ( 2 , 4 , 6 － ト リ メ チ ル ベ ン ゾ イ ル ) ホ ス フ ィ ン オ キ シ ド ( C a s  N o .  1 6 2 8 8 1 － 2 6  
－ 7 ) 、 お よ び 酸 化 防 止 剤 と し て 2 , 6 － ジ － t － ブ チ ル － p － ク レ ゾ － ル を 含 む 透 明 歯 列 矯 正  
装 置 形 成 用 組 成 物 を 製 造 し た 。 各 実 施 例 お よ び 比 較 例 で 使 わ れ た 物 質 お よ び 含 量 を 下 の 表  
1 に 示 し た 。 下 の 表 1 に お い て 、 各 数 値 の 単 位 は 重 量 部 で あ る 。 ま た 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 光 開  
始 剤 お よ び 酸 化 防 止 剤 の 含 量 は 、 上 記 5 種 の 光 重 合 成 化 合 物 の 総 重 量 1 0 0 重 量 部 に 対 す る  
含 量 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
[ 化 学 式 1 ]
R ' C H 2 [ C ( C H 3 ) ( R ) C H 2 ] 2 C H 2 R ' ( R = H  o r  C H 3 ,  R ' = N H C O 2 C H 2 C H 2 O 2 C C ( C H 3 ) = C H 2 )
[ 化 学 式 2 ]
【 化 １ 】

[ 化 学 式 3 ]
C H 2 = C ( C H 3 ) C O O C H 2 C H 2 O H
[ 化 学 式 4 ]
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【 化 ２ 】

[ 化 学 式 5 ]
C H 2 = C ( C H 3 ) C O O ( C H 2 C H 2 O ) 3 C O C ( C H 3 ) = C H 2 .
【 表 １ 】

【 ０ ０ ０ ８ 】
実 施 例 1 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
* ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 8 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ の 温 度 を 出  
発 温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の  
後 、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を  
得 た 。 5 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
実 施 例 2 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 5 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ の 温 度 を 出 発  
温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後  
、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 得  
た 。 5 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
実 施 例 3 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 の 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の  
で あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 1 2 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化  
樹 脂 お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5  
℃ で 後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ の 温 度 を  
出 発 温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ  
の 後 、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置  
を 得 た 。 5 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た  
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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実 施 例 4 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 8 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 6 0 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 6 0 ℃ の 温 度 を 出 発  
温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後  
、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 得  
た 。 5 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
実 施 例 5 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 8 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 9 0 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 9 0 ℃ の 温 度 を 出 発  
温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後  
、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 得  
た 。 5 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
実 施 例 6 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 8 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ の 温 度 を 出 発  
温 度 と し て 5 ℃ / m i n 以 下 の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の  
後 、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を  
得 た 。 5 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
実 施 例 7 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 8 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ の 温 度 を 出 発  
温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 5 0 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後  
、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 得  
た 。 5 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
実 施 例 8 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 8 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ の 温 度 を 出 発  
温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後  
、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 得  
た 。 2 0 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
比 較 例 1 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 2 歯 列  
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矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ で 後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を  
得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ の 温 度 を 出 発 温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下  
で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
【 ０ ０ １ １ 】
比 較 例 2 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 3 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ の 温 度 を 出 発  
温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後  
、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 得  
た 。 5 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
比 較 例 3 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 1 4 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹  
脂 お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃  
で 後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ の 温 度 を 出  
発 温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の  
後 、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を  
得 た 。 5 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
比 較 例 4 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 8 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 3 0 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 3 0 ℃ の 温 度 を 出 発  
温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後  
、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 得  
た 。 5 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
比 較 例 5 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 8 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 1 2 0 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 1 2 0 ℃ の 温 度 を 出 発  
温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後  
、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 得  
た 。 5 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
比 較 例 6 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 8 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ の 温 度 を 出 発  
温 度 と し て 3 0 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後  
、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 得  
た 。 5 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
比 較 例 7 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 8 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 後 硬 化 し た 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 後 熱 処 理  
せ ず に 直 ち に イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 5 分 経 過  
後 、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
比 較 例 8 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 8 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ で  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ の 温 度 を 出 発  
温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後  
、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 得  
た 。 そ の 後 、 時 間 の 間 隔 を 置 か ず に 直 ち に 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6  
歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
参 考 例 1 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造
ま ず 、 上 記 製 造 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 3 D  
プ リ ン タ － で 第 1 歯 列 矯 正 装 置 を 出 力 し た 。 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 は 、 部 分 硬 化 し た も の で  
あ る 。 そ の 後 、 上 記 第 1 歯 列 矯 正 装 置 に エ ア ガ ン で 8 b a r の 圧 縮 空 気 を 噴 射 し て 未 硬 化 樹 脂  
お よ び 液 体 を 除 去 し 、 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 2 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ に  
後 硬 化 し て 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後 、 上 記 第 3 歯 列 矯 正 装 置 を 7 5 ℃ の 温 度 を 出 発  
温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n の 降 温 下 で 2 5 ℃ ま で 後 熱 処 理 し て 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。 そ の 後  
、 上 記 第 4 歯 列 矯 正 装 置 を イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ － ル で 完 全 に 洗 浄 し て 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 得  
た 。 1 分 経 過 後 、 上 記 第 5 歯 列 矯 正 装 置 を 水 で 完 全 に 洗 浄 し て 第 6 歯 列 矯 正 装 置 を 得 た 。
評 価 例 1 ： 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 透 明 度 評 価
上 記 の 各 実 施 例 お よ び 比 較 例 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 に 対 し て 官 能 検 査 を 実 施 し た  
。 具 体 的 に は 、 訓 練 さ れ た 5 人 の 評 価 要 員 を 対 象 に 下 記 の 方 法 で 官 能 検 査 を 実 施 し た 。 す  
な わ ち 、 そ れ ぞ れ の 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 透 明 度 の 水 準 を 肉 眼 観 察 に よ り 5 点 法 で 評 価 し た  
後 、 各 点 数 を 平 均 し て 下 の 表 2 に 示 し た 。 こ こ で 、 各 項 目 の 点 数 が 高 い ほ ど 当 該 項 目 の 透  
明 度 が 高 い こ と を 意 味 す る 。
ま た 、 実 施 例 1 、 比 較 例 1 、 比 較 例 2 お よ び 比 較 例 6 で 製 造 さ れ た 歯 列 矯 正 装 置 の 写 真 を 図 1  
な い し 図 4 に そ れ ぞ れ 示 し た 。
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【 表 ２ 】

上 記 の 表 2 お よ び 図 1 な い し 図 4 を 参 照 す る と 、 実 施 例 1 ～ 8 の 透 明 歯 列 矯 正 装 置 が 比 較 例 1  
～ 8 お よ び 参 考 例 1 の 透 明 歯 列 矯 正 装 置 に 比 べ て 透 明 度 が 高 い こ と が 分 か っ た 。 以 上 で 図 面  
お よ び 実 施 例 を 参 照 し て 本 発 明 に よ る 望 ま し い 具 現 例 が 説 明 さ れ た が 、 こ れ は 例 示 的 な も  
の に 過 ぎ ず 、 当 該 技 術 分 野 で 通 常 の 知 識 を 持 つ 者 な ら ば 、 こ れ か ら 多 様 な 変 形 お よ び 均 等  
な 他 の 具 現 例 が 可 能 だ と い う 点 を 理 解 で き る だ ろ う 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 は 添  
付 さ れ た 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ な け れ ば な ら な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 一 具 現 例 に よ る 透 明 歯 列 矯 正 装 置 の 製 造 方 法 は 、 透 明 歯 列 矯 正 装 置 を 提 供 す る こ  
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 図 1 は 、 実 施 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 を 示 し た 写 真 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 2 は 、 比 較 例 1 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 を 示 し た 写 真 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 3 は 、 比 較 例 2 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 を 示 し た 写 真 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 4 は 、 比 較 例 6 で 製 造 さ れ た 透 明 歯 列 矯 正 装 置 を 示 し た 写 真 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 一 面 は 、
透 明 歯 列 矯 正 装 置 形 成 用 組 成 物 を 原 料 と し て 使 用 し 、 歯 列 矯 正 装 置 を 3 D プ リ ン テ ィ ン グ す  
る 段 階 ( S 1 0 ) ;
上 記 段 階 ( S 1 0 ) で 得 ら れ た 前 記 歯 列 矯 正 装 置 か ら 未 硬 化 樹 脂 お よ び 液 体 を 除 去 す る 段 階 ( S 2  
0 ) ;
上 記 段 階 ( S 2 0 ) で 得 ら れ た 上 記 歯 列 矯 正 装 置 を 後 硬 化 す る 段 階 ( S 3 0 ) ;
上 記 段 階 ( S 3 0 ) で 得 ら れ た 上 記 歯 列 矯 正 装 置 を 後 熱 処 理 す る 段 階 ( S 4 0 ) ;  お よ び
上 記 段 階 ( S 4 0 ) で 得 ら れ た 上 記 歯 列 矯 正 装 置 を 洗 浄 す る 段 階 ( S 5 0 ) を 含 む 透 明 歯 列 矯 正 装 置  
の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 段 階 ( S 2 0 ) は 、 5 ～ 1 2 b a r の 圧 縮 空 気 を 上 記 歯 列 矯 正 装 置 に 噴 射 す る こ と に よ っ て 行 う  
こ と が で き る 。
上 記 段 階 ( S 3 0 ) は 、 6 0 ～ 9 0 ℃ の 温 度 で 行 う こ と が で き る 。
上 記 段 階 ( S 4 0 ) は 、 6 0 ～ 9 0 ℃ の 温 度 を 出 発 温 度 と し て 2 5 ℃ / m i n 以 下 の 降 温 下 で 行 う こ と  
が で き る 。
上 記 段 階 ( S 5 0 ) は 、 洗 浄 液 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 1 ) お よ び 水 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 2 ) を 含 め る こ と が  
で き る 。
上 記 洗 浄 液 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 1 ) お よ び 上 記 水 洗 浄 段 階 ( S 5 0 － 2 ) の 間 に は 、 上 記 洗 浄 液 が 完  
全 に 乾 燥 す る 時 間 と し て 5 分 以 上 の 間 隔 が 存 在 し 得 る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ６１Ｃ      ７／０２
Ｂ２９Ｃ    ６４／３７９
Ｂ３３Ｙ    ４０／２０
Ａ６３Ｂ    ７１／０８
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